
第 3 回 実践研究交流会
「未来の図画工作・美術教育研究を語り合おう」

( 最終案内 )
　次期学習指導要領の改訂に向けた論点整理が示され、私たちも日々の子どもたちとの学習活
動を通してこれからの教育の方向性について考え、学ぶ機会をと思うこの頃です。
　「近畿地区図画工作・美術教育研究協議会」は，次世代の人材がつながり育つ場を通して、
近畿から図画工作・美術教育の 振興と発展に寄与することをめざし「実践研究交流会」を開
催して参りました。
　第 3 回を迎える今回は、参加者のみなさんに一層一体感を感じていただけることをめざして，
フロア参加型のグループ協議の時間を設けます。詳しい進行は、裏面をご参照下さい。昨年の
アンケートの声です。「参加者が意見交流の場を広げて，教師としての学びを深めていくこと。
これがこの会のよさです。何か新しいことができそうな気がしました。」これに応えるスタイ
ルで開催いたします。
　近畿地区をはじめ , 近隣の各地域で図画工作・美術教育に関わる皆さんにご参会頂き , 自由
闊達に意見交流ができるよう準備を進めております。　
　会員一同，皆さんのご参加をお待ちしています。

近畿図画工作・美術教育研究協議会 代表　福岡知子

　■ 日　時　 2026 年 2 月 21 日（土曜日）9 時 30 分～ 16 時 40 分
　■ 会　場　大阪府男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター パフォーマンススペース）
      　   　　  〒 540-0008　大阪市中央区大手前 1-3-49　
　■ 定　員　100 名（先着順　定員になり次第，締め切らせていただきます。）
　■ 参加費　実践交流会の参加費は無料ですが、第２回より運営協力金 1000 円を、ご賛同
　　　　　　頂ける方からお受けすることになりました。どうぞご協力をお願いいたします。
　■ 参加申込方法　
　　イベント告知・集客サイト「こくちーず Pro」にて申し込みを受け付けます。
　　アクセスは，下記 URL，または，右下の QR コードからお願いいたします。
https://www.kokuchpro.com/event/88dfd31e2db22150125d1f44011f3d50/

　　受付は，2025 年 11 月 17 日（月）より，開始いたします。
　　　※　会の終了後に懇親会（参加費 4000 円）を計画しています。
　　　　　
　　■ 問い合わせ先
　　〒 635-0832　奈良県北葛城郡広陵町馬見中 4-2-2
　　畿央大学　教育学部現代教育学科
　　西尾 正寛　
　　Tel：0745-54-1601（代表）　E-mail：m.nishio@kio.ac.jp
　　　または
　　〒 540-8508　大阪市中央区森ノ宮中央 1-6-20 
　　日本教育美術連盟　事務局　
　　根岸　幸平
　　Tel：080-6206-6677　E-mail：negishi@craypas.co.jp

近畿地区 図画工作・美術教育研究協議会



進行
9：30 受　付

10：00
開会のあいさつ

近畿図画工作・美術教育研究協議会 代表　福岡　知子

10：15 ～ 10：40
実践発表Ⅰ　和歌山市立楠見小学校　西原 有香莉

子どもの「気づき」を生み出す造形環境　～小学一年生の実践を通して～
休憩

10：50 〜 11：15
実践発表Ⅱ　堺市立三宝小学校　盛　真樹

つなぐ、つなげる、3 つの対話　～対話を通した鑑賞活動～
休憩

11：25 〜 11：50
実践発表Ⅲ　奈良市立春日中学校　福谷　夏季

題材を超えてつながる学び　〜アートカード鑑賞と抽象彫刻の実践から考える〜
　昼食休憩 

　※会場では，パフォーマンススペース及びロビーで持参したお弁当を食べて頂けます。

13：30 ～ 13：55
実践発表Ⅳ　京都市立下鴨小学校　関崎　有輝

くみあわせて　うつして　わくわく発見！　～小学三年生　絵に表す活動～

14：05 ～ 14：30
実践発表Ⅴ　大津市立仰木中学校　北崎　丈士

チームで考える授業づくり　～滋賀県中学校美術教育連盟　研究部の取り組み～
休憩

14：50 〜 15：50
５グループに分かれた参加者による協議

15：50 〜 16：30
協議結果報告
各グループ８分

16：30 ～ 16：40 閉会行事

　※　同様の内容を日本教育美術連盟ホームページよりお知らせいたします。

ご参加を検討される皆様へ
　昨年の近畿地区図画工作・美術教育研究協議会 第２回実践交流会に参加の皆様方にお願いしましたアンケートで
は、「発表内容について協議を深める時間がより多く必要である」とのご意見を多数頂きました。
　そこで、事務局で検討した結果、第３回では、外部講師の講演を取りやめ、以下の進行で行うことにしました。
　◯　実践発表Ⅰ〜Ⅴを連続して行う。(10：15 〜 14：30)
　◯　参加者が５グループに別れ、実践発表Ⅰ〜Ⅴについての協議を行う。(14：50 〜 15：50)
　◯　再度一同に会し、グループ協議の結果を報告する。(15：50 〜 16：30)
※　グループ分け等具体的な方策は当日公開します。お楽しみに。　

実践発表Ⅰ
についての協議

実践発表Ⅱ
についての協議

実践発表Ⅲ
についての協議

実践発表Ⅳ
についての協議

実践発表Ⅴ
についての協議


